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教師が自分の実践をどう振り返るか
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知のことは取り上げられていない。教師が
カリキュラム全体を通じて自ら育てていく
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はどのようにして言語化し，そして意味づけることが
できるのか。それによって私たちは何を見出すのか。本研究ではその方法論的拠り所をポー









ギアーツ（Geertz, C. ）は 1980 年に書かれた「あいまいな時代－社会思想の再形象化










見えてくる諸問題を探っていく方法が 1980 年代以降 20 世紀末にかけて社会科学に持ち込





























































































































（Berger&Luckman）が 1966 年に著した『現実の社会的構成』にその起源を置き（野口 , 





























































































































































































































































と研究協力者 participants との，ある場においてある環境 milieus のもとでなされた，









り出すため」に拓かれた，「三次元的ナラティヴ的探究空間 three-dimensional narrative 
inquiry space」（p.34）（以下，NI 空間）の中にそれは置かれるものであることを明記し


































この NI 空間で描かれる人間たちは，「生の世界」6 における人間たちの似姿である。この
空間において，あるストーリーを「生きている live」ある人が，その生きたストーリーを











































そもそも NI において，研究者 researcher と研究協力者 participants は NI 空間の中で
対等の関係にある。NI 空間において検討しなければならないことがらが生じたとき，あ
らゆる問題を「ストーリー」としてとらえるからである。教師の子どもに対する見方が偏っ
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し続ける
0 0 0 0
覚悟であると考える筆者にとって，自らのからだを「劈いて」（竹内 1975）他者
のまえに出ていくための出発点として，自己受容感覚をもって自分で自分を振り返る
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